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１． 組織の概要 
１) 事業所名及び代表者氏名 

石川管工株式会社 
代表取締役 石川 敏明 
 

２) 所在地 
本社・倉庫  : 愛知県刈谷市新富町５丁目５０７番地 
資材置場（新田土場） ︓ 愛知県刈谷市新田町５丁目１０１番 
資材置場（第二倉庫） ︓ 愛知県刈谷市新田町６丁目６番１０ 
⻄尾営業所 ︓ 愛知県幸田町大字野場字松ノ本５３番地 
 

 ３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 
     環境管理責任者氏名及び担当者︓浮邉 欣美 
     連絡先︓TEL:0566-21-0585 FAX:0566-22-0043  

Ｅmail: yoshimi@ishikawakanko.co.jp 
 

４） 事業活動の内容 
・建築設備工事の施工 
・配水管布設工事の施工 
建設業許可  愛知県知事許可(特-4)第 6498 号【管工事業,水道施設,土木,とび･土工,舗装】 
       愛知県知事許可(般-4)第 6498 号【消防施設工事業】 
収集運搬許可 許可番号 第 02300189198 号 ※自社業務に関した収集運搬のみ取り扱っています。 
 

  ５） 事業の規模 
     法⼈設⽴年月⽇  ︓ １９６３年 ４月 
     資本⾦      ︓ ２，０００万円 
     売上高      ︓ １2 億２千２百万円（令和４年度） 

    本社 ⻄尾営業所 

従業員 ２４名 ５名 

建物延べ面積 644.9 ㎡ 160.0 ㎡ 
 
 ６） 対象範囲（認証・登録範囲）、レポートの対象期間及び発⾏⽇ 

   (１)対象範囲（認証・登録範囲） 
   対象組織︓ 石川管工株式会社 
          本社・倉庫、資材置場（新田土場）、資材置場（第二倉庫）、⻄尾営業所 
   対象活動︓ 建築設備工事の施工 
         配水管布設工事の施工 

   (２)レポートの対象期間︓令和４年 7 月〜令和５年 6 月 
   (３)レポートの発⾏⽇ ︓令和 5 年 8 月 25 ⽇ 
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２． 実施体制 
 
 

                                  従業員  ２９名 
 
 
                                     
                                     
 
                                           

        
          

 
 

 
 
 
 

 
 

担 当 役割・責任・権限 
代表者 代表取締役 ・環境経営方針の策定 

・実施体制の構築 
・環境管理責任者の任命 
・資源（⼈員・設備・費用等）の準備 
・代表者による全体の評価と⾒直し 
・「環境活動レポート」の承認 

環境管理 
責任者 

取締役 ・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告 
・外部からの苦情等の受付と必要な対応及び結果の記録 
・環境活動レポートの作成 
・文書類の作成、管理 
・環境経営目標及び環境経営計画の実施状況確認 

課⻑  ・自部門の環境経営システムの実施 
・自部門の環境経営目標及び環境経営計画の運用管理 

全従業員  ・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性の自覚 
・決められた事を守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 
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 7 名 
 

  9 名 

代表者 
代表取締役 石川敏明 

1  課 
⻄尾営業所 ２  課 業 務 課 

環境管理責任者 
取締役 浮邉欣美 

建設現場 建設現場 事務所 

１２名 
 



 
 

 

３． 環境経営方針 
 

環境経営方針 
 

 

当社は、建築設備の施工・配水管布設工事の施工の事業活動において、環境に影響する業
務があることを認識し、自主的・積極的に環境保全の活動を実践し、常にお客様の満足向上
を目指した施工の提供を通じ、社会に貢献します。 

  
１． 環境関連法規則や当社が合意するその他の要求事項を尊守します。  
 
２． 次の事項について環境目標・環境活動計画を定め、継続的な改善に努めます。 

① 電⼒及び化石燃料の省エネルギーを推進し、二酸化炭素の排出量を削減します。 
② 分別の徹底・リサイクルの推進に努め、廃棄物排出量を削減します。 
③ 節水に努め、水の使用量を削減します。 
④ 環境に配慮した施工を推進します。 
⑤ 地域貢献活動を積極的に⾏います。 

 
 ３. 本方針を全従業員に周知するとともに、公表します 

 
制定日 平成 30 年７月 20 日  
改定日  令和２年 4 月 14 日 

石 川 管 工 株 式 会 社 
代表取締役 石川敏明 
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４． 環境経営目標 
 

 環境経営目標は令和 3 年度（令和３年６月〜令和 4 年７月）を基準年度とした環境負荷の実績を年度 

基準として目標を設定しました。

 
 
・電⼒の二酸化炭素排出係数は、平成 28 年度中部電⼒の調整後排出係数（0.480Ｋg－ＣＯ2/Ｋｗｈ）を使用する。 
・化学物質の使用はありません 
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環境方針 担当部署 環境目標事項 単位 基準年度 年度目標 

3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 

二酸化炭素排出

量の削減 

全社 二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2  

105379 

1％削減 

104325 

2％削減 

103271 

3％削減 

102218 

Kg-CO2/ 

百万円 

 

85.12 

1％削減 

84.27 

2％削減 

83.42 

3％削減 

82.57 

事務所 電⼒使用量の削減 Ｋwh  

30148 

1％削減 

29847 

2％削減 

29545 

3％削減 

29244 

ガソリン使用量の削減 Ｌ  

25716 

1％削減 

25459 

2％削減 

25202 

3％削減 

24945 

灯油使用量の削減 Ｌ  

165 

1％削減 

163 

2％削減 

162 

3％削減 

160 

ＬＰＧ使用量の削減 

 

Kg  

82.2 

1％削減 

81.4 

2％削減 

80.6 

3％削減 

79.7 

軽油使用量の削減 

 

Ｌ  

4928 

1％削減 

4879 

2％削減 

4829 

3%削減 

4780 

現場 建設現場軽油使用量の削減 Ｌ  

6928 

1％削減 

6859 

2％削減 

6789 

3％削減 

6720 

廃棄物排出量の

削減 

事務所 一般廃棄物の削減 

(可燃ごみ) 

kg  

872 

1％削減 

863 

2％削減 

855 

3％削減 

846 

一般廃棄物の削減 

(コピー用紙) 

Kg  

176 

1%の削減 

174 

2％の削減 

172 

3％の削減 

171 

現場 産業廃棄物の削減 

(AS/CO ｶﾞﾗ,汚泥除く) 

t  

344 

1％削減 

341 

2％削減 

337 

3％削減 

334 

水使用量の削減 事務所 水使用量の削減 ｍ3  

390 

1％削減 

386 

2％削減 

382 

3％削減 

378 

環境に配慮した

施工の推進 

現場 ① 環境負荷の少ない工事

の実施 

件数 全件 全件 全件 全件 

② 工程管理による効率化 件数 全件 全件 全件 全件 

社会貢献 事務所 事務所周辺の清掃実施 件/月 20 回/月 20 回/月 20 回/月 20 回/月 



 

 

 

 
 

５．環境経営計画 
 

令和４年度（令和 4 年 7 月〜令和５年 6 月）の環境経営計画 
環境目標項目 取組内容 

（取組の自己チェックを踏まえて） 
担当部門 

（担当者） 
電⼒使用量の削減 冷暖房の温度管理の徹底 

（夏︓28 度、冬︓20 度） 
事務所 

不要照明の消灯 

空調機のﾌｨﾙﾀｰを 2 回/年掃除する 

中間期室内適正管理 

不要時のＯＡ機器電源ＯＦＦ 

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進 

待機電⼒カット 

ガソリン使用量の削減 エコドライブの実施 事務所 

効率的なルートで運⾏ 

軽油使用量の削減 エコドライブの実施 事務所 
現場 効率的なルートで運⾏ 

重機の省燃費運転 

一般廃棄物の削減 分別を徹底する 事務所 

コピー用紙の削減 

産業廃棄物の削減 廃棄物の分別による資源化促進 現場 

建設リサイクル率の維持 

水使用量の削減 節水表示の推進 事務所 

手洗い時、道具洗浄、洗⾞時の節水の徹底 

水道配管からの漏水を定期的にチェックする 

環境配慮工事 ①  低騒音・排ガス対策型重機の使用 現場 

県産品材、リサイクル材の使用 

現場への乗り合わせ 

環境配慮工事チェックリストの活用 

② 工程管理による効率化 

会社周辺清掃 会社周辺の清掃実施（月１回） 全部署 
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６.  環境経営目標の実績 
 
 実施期間１２ヵ月（令和 4 年 7 月〜令和 5 年 6 月）の実績を基準年度の 12 ヵ月間実績と比較する。 

 
評価︓達成度  ◎︓達成(２％以上) 〇︓達成(2％未満) △︓増加(２％未満) ×︓増加(2％以上) 
※注記 電⼒使用量の CO２排出係数は中部電⼒平成 28 年度値（0.480Ｋg－ＣＯ2/Ｋｗｈ）を採用 
 

６ 
 

目標項目 

(負荷の自己チェックを踏まえて) 

単位 基準年度 目標 実績 増減 評価 

令和 3 年度 令和 4 年度（7 月〜6 月） ％ 

二酸化炭素排

出量の削減 

二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2  

105379 

1％削減 

104325 

 

100627 

4.5％ 

削減 

 

◎ 

Kg-CO2/ 

百万円 

 

85.12 

1％削減 

84.27 

 

82.34 

3.3％ 

削減 

 

◎ 

電⼒使用量の削減 Ｋwh  

30148 

1％削減 

29847 

 

28713 

4.7% 

削減 

 

◎ 

ガソリン使用量の削減 Ｌ  

25716 

1％削減 

25459 

 

27499 

6.9％ 

増加 

 

× 

灯油使用量の削減 Ｌ  

165 

1％削減 

163 

 

122 

26.0% 

削減 

 

◎ 

ＬＰＧ使用量の削減 

 

Kg  

82.2 

1％削減 

81.4 

 

60.2 

26.7％ 

削減 

 

◎ 

軽油使用量の削減 Ｌ  

4928 

1%削減 

4879 

 

3246 

34.1％ 

削減 

  

◎ 

建設現場軽油使用量の削減 Ｌ  

6928 

1％削減 

6859 

 

5499 

20.6％ 

削減 

 

◎ 

廃棄物排出量

の削減 

一般廃棄物の削減 

(可燃ごみ) 

Kg  

872 

1％削減 

863 

 

863 

1.0％ 

削減 

 

〇 

一般廃棄物の削減 

(コピー用紙) 

Kg 

 

 

176 

1％削減 

174 

 

168 

4.5% 

削減 

 

◎ 

産業廃棄物の削減 

(AS/CO ｶﾞﾗ,汚泥除く) 

t  

344 

1％削減 

341 

 

347 

0.8％ 

増加 

 

△ 

水使用量の削

減 

水使用量の削減 ｍ3  

390 

1％削減 

386 

 

391 

0.2％ 

増加 

 

△ 

環境に配慮し

た施工の推進 

 

①環境負荷の少ない工事の

実施 

件数 全件 全件 全件 全件 

 

◎ 

 

②工程管理による効率化 件数 15 件 全件 全件 全件 ◎ 

社会貢献 事務所周辺の清掃実施 件/月 20 回/月 20 回/月 20 回/月 20 回/月 ◎ 



 

 

 

 

７．環境活動計画の取組結果と評価、今後の取り組み 
 

◎よくできた  〇まあまあできた  △あまりできなかった  ×全くできなかった 
環境活動計画 

 
担当 
部署 

実施 
結果 

評価と次年度の取組内容 

電 ⼒ 使 用
量の削減 

冷暖房の温度管理の徹底 
（夏︓28 度、冬︓20 度） 

事務所  
○ 

環境目標達成状況︓達成 
・全従業員の高い節電意識が
続いている。 
・換気の為、常に窓を開けて
いるのでｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞ
を更に推進する 
・取組を継続する。 
 

不要照明の消灯 ◎ 

空調機のﾌｨﾙﾀｰを 2 回/年掃除する ◎ 

中間期室内適正管理 ○ 

不要時のＯＡ機器電源ＯＦＦ  ○ 

ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ、ｳｫｰﾑﾋﾞｽﾞの推進 ◎ 

待機電⼒カット ◎ 

ガ ソ リ ン
使 用 量 の
削減 

エコドライブの実施 事務所 ◎ 環境目標達成状況︓達成 
・取組を継続する。 効率的なルートで運⾏ ○ 

軽 油 使 用
量の削減 

エコドライブの実施 事務所
現場 

◎ 環境目標達成状況︓達成 
・取組を継続する。 効率的なルートで運⾏ ○ 

重機の省燃費運転 ○ 

一 般 廃 棄
物の削減 

分別を徹底する 事務所 △ 環境目標達成状況︓達成 
・ゴミの分別を徹底する 
・取組を継続する 

コピー用紙の削減 ◎ 

産 業 廃 棄
物の削減 

廃棄物の分別による資源化促進 現場 ◎ 環境目標達成状況︓達成 
・取組を継続する。 建設リサイクル率の維持 ◎ 

水 使 用 量
の削減 

節水表示の推進 事務所 ◎ 環境目標達成状況︓達成 
・節水取組継続する。 手洗い時、道具洗浄、洗⾞時の節水の徹底 ◎ 

水道配管からの漏水を定期的にﾁｪｯｸする ◎ 

環 境 配 慮
工事 

① 低騒音・排ガス対策型重機の使用 現場 ◎ 環境目標達成状況︓達成 
・現場への乗り合わせがあま
りできなかった。 
・取組を継続する。 
・ﾁｪｯｸﾘｽﾄ活用現場を増やす 

県産品材、リサイクル材の使用 ◎ 

現場への乗り合わせ △ 

環境配慮工事チェックリストの活用 ○ 

② 工程管理による効率化 ◎ ・取組を継続する。 

会 社 周 辺
清掃 

会社周辺の清掃実施（月１回） 全部署 ◎ 環境目標達成状況︓達成 
・毎⽇周辺清掃を実施した。 
・取組を継続する。 

 
 

７ 



 

 

 

 
８．環境関連法規等の遵守状況の確認・評価結果と違反、訴訟等の有無 
 
 1）当社に適用となる環境関連法規等 

適用法令等 該当する規制 順守評価 

廃棄物処理法 廃棄物の適正分別と保管場所の確保 遵守 

産業廃棄物の適正処理（収集運搬、処分業者へ委託） 遵守 

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の交付と期間内処理の確認 遵守 

管理票交付状況の県知事への年度報告（６月３０⽇期限） 遵守 

産業廃棄物処理業者の処理能⼒の確認（愛知県知事条例） 遵守 

騒音規制法 特定建設作業実施届の届出 遵守 

振動規制法 特定建設作業実施届の届出 遵守 

建設リサイクル法 対象建設工事の分別解体等の計画の届出 遵守 

再資源化等実施義務 遵守 

フロン排出抑制法 業務用冷凍空調機器の点検 遵守 

特定製品の修理、廃棄時のフロン回収登録業者への委託 遵守 

愛知県⺠の生活環
境保全条例 

自動⾞の駐停⾞時のアイドリングストップの従業員への指導 遵守 

家電リサイクル法 使用済特定家電の引取業者への適正な引渡し 遵守 

自動⾞リサイクル
法 

使用済自動⾞の引取業者への適正な引渡し 遵守 

大気汚染防止法 解体等工事の事前調査及び発注者への説明義務 遵守 

解体等工事の調査結果の掲示 遵守 

浄化槽法 第 11 条に基づく法定検査（毎年１回定期的） 遵守 

保守点検（４ヶ月に１回以上） 遵守 

清掃（年 1 回以上） 遵守 

               ※期間中に家電、自動⾞の廃棄はありませんでした。 
 
 ２）違反・訴訟等 
   当社に適用される環境関連法規等の遵守状況を確認・評価の結果は環境関連法規への違反は 

ありません。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありません。 
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９．代表者による全体評価と⾒直し結果 
 

１.見直しに必要な情報         

  項目 評価・コメント 

1 環境目標の達成状況 

ガソリン車を二台増車したため、ガソリン
の使用量が増えた。 
ほとんどの項目で目標達成しているので引
き続き取組を継続する。 

2 環境経営計画の実施及び運用結果 環境経営計画は実施できた。 

3 環境法令等の遵守状況 環境関連法令は遵守されている。 

4 外部からの環境に関する苦情や要望等 実施期間に外部からの苦情や要望は無し。 

5 前回の指示への取組計画 取組計画を立て順次改善を行った。 

２.変更の必要性         

  項目 変更の必要性 変更「有」の場合の指示事項 

1 環境経営方針 有  無   

2 環境経営目標 有  無   

3 環境経営計画 有  無   

4 実施体制 有  無   

３.総括：評価及び指示事項         

        

  

 
・コピー用紙の購入削減を２課目標とし、実際コピー用紙の廃棄量を減らす結果につなが
った事は評価する。 
・今年度は多くの項目で目標達成できた。 

  
今後も目標を達成するために、環境への意識の継続が必要であり、環境活動の取組を続け
ていく。 

   
      

 
９ 


